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　難藍探董麟線の解釈とは探査対象たる地層の成層状態、ならびに岩質を決定する撒的で豊篠．査．の

実施された地域を構成している岩石の・各境界癒深度および．蹴抵挨1を決定するこ～ゴざある．

　VES曲線の解釈は実濁され，た（解釈され，るべき）V釜捻窪1、麟籍理論曲線との、姥較からなる麟蹴

嚢塾壌交襲難によって行なわれる¢）が・普選tであるが，蓼竃測離i線」ン慈・部分の漸群鋤データオ蔦ら越韮層繭ン桀穫迄お

よびぼ覇琢言究を鱒二昆1する灘試漁韓睦響法によつて行なわれることも凌）る。

　理論V鷺S曲線は次のような式紅よノ）て表わされ．る。

　　　　　　　　　　　き麗卜／（・欝競・ジ…夢ザ傭・一蜘一・露〉

　　　　　　　　　　　　可（獺）寒㌧〆④

こ．こにρi，ぶ録，漕暮，……建鷺よ欝ご届，ノ触，ノ懸，……尋よ曲欝製ガζ謝－鱗輩さ才Lゾご織溜緯新欝ずをテ杉ナ筑してレ・る水

書菰ノ韓鍔）」慧ま薮嶺菰オ監ら導懸こ驚難審である。一．，ヒの驚惣激ズ鞠灘欝象ノ戸ま，詳s灘爵暮／声1シ……なら〔罫に蟹盈淵ゐ繋ノノ縫，

縫翻み「鋒／轟，……にれらを理論曲線径数と呼、離ことにする）のいろいろな値について，ξ麗飯／縄

と還黙試農お／鋸舞との1翠・講の麟賀系を馨鰻オブす。

　簸もよく舞用されている対称饗4極傾度法灘1のでは実測強線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶駕凱ノ◎儀蔀／慧）㍊．，！◎・）

轄こ、蓋．／2（・叢幸瀧済電権讃繕i覇）に対降する瀞£定、饗．捗麟濫簸書寛芦菰のi翼寺搭薬を歩歌す⇔

　実測曲線も理論曲線も爾対数尺寒継を漢ひ℃作図され観　爾対数尺を使期すれば必要な理論曲

糸鐙の翻迄を少・なく1－，また1，そ博㌻を響馨ノ讐し〆揚くするこ二とが』買ぎ霧嚢で麦〉る⇔．焦翼難霞ざみ，ざ舷，澄暮，…・一一や

厚き病，愚，編，・・写…の値が、翼なやていたとしても，轍れらの焦級／凸，愚〆凸，……，編／裁，

／慈μ迦，……が叢峯紅ノいV鷺＄il．li艦隻韓購響対騰莫陛こで毒菱靖交さ；搬．てレ・るi∫艮り，　1司じ．1！ヒに1毒瑚して欝幸鱗£さオ傷た磯三

論湛1繕疑盤一騰気するものであるぴこび）こ，と妻よ次のように1しノて証i際され、灘ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　！9ρ烈鴬．メq息アう慧．メ〈／9Aβ／2）

　　（鷺鷺譲ぎ癒縁泉）　　　　　　　　　19漕！ζ、ノ声ま瓢．ブ雛9〆疑3／2ゐ亙建

またぱ，19ρ劃一㎏薩灘！／二1墓愚お擦一達9／羅

　．無．述ダ）ようにLノて導ご．｝ξき出き患．た式において，笠g飯，／g幽，三慰擁β捻，1寒叛をそオ1，ぞれ馨ノ，診，

灘事蕊とおけば，実灘顛驕蒙の式は響謙〆嶽コ），礎9論曲線の式は響一ゐ器．べ諾一認）となるの

　関数〆〈諾），ノく諾一のは探・査購造断磁を形成する各層の鍮抵抗．比1碗／幽，縄／幽，・串…ドおよび摩

　櫓　登．蕪．戴舞欝鎗讐童黛」鐙K学継罫蓮歌穏韓澱峯職握黙総灘愚壽｝畷艦嘆γi～灘鱗蕪x鎧1曳銀雛む難臨鷹魏融e賞）継）蹴煮融贅》蟻多罫｛罵丁○翼慧黛翼蟹3メ磁饗夢

　　　　　　　　　　M◎鳶総慧畿盈欝．馨§燕一3灘難穿／警欝濤

激寧　跨雲／辞三きヂ㌔〆薪嵐ラ…一番夢ノ鞭1ノ鍍警ノ籍／ゐ、三》一吻一融撚α）篇蹴，の繕薪含。

騨寧　現在では対数単位が慈．慧5c灘　となる尺度が使われている。

欝繋窯！）　斗・わゆる　sc墨／賀！凱b総で暮鰹r争宏をさす。
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．石梓由・がス鋭1麟ミの’澄筆瓢鋳辱酸（その1）G粒！野1剛篭華教父〉

さの比1絵／撫覧隔／晦摯……に関係隻するので艶茎峯〆受頑られた悉ヒ魚／擁，禽／慈肇・…一，／む／斑欝愚ノノ隙筆脅撃・…

に1対する実測曲絹慈と琢翼論舞曲講乏とは両女寸数尺で⊆表iわせば互いに形ン1犬の欝二しい，　しーかし襲爾議学の熱麟票

軸が横軸、L騨呵募撮，縦軸鉱δ瓢㎏慈だけ異なることになる．

　それゆえ，理論曲線と実測曲線とが全く叢なったと紫の理論曲線の原、職が実測曲線の坐標系で

示す横坐標と縦坐標とは求める翫と擁の櫨七なる韓被覆層（第”）の比／l轍轍厚さ灘決駕

法はこれ、轍饗づいている。

　解釈に際しては巽透明な場紙に製図さ1れた実測曲線と葦もよく璽なるような理論曲線を理論曲

線集の申ゆ払 轟つ選びと1．1すか婁実導独捲麟勤募、蕉いに1　擦1する慧つ蹴譲繋論灘1計繁の閲’纏籔奮よく｛立する

よ導な曲線を選び出す。

　このような場合繋一連の条畔（これについては後述する）を・ゴ㌧》て実測曲1銀と鷺なる鐸．業、，轍藝i線

の径数趨瓢級／凸，趣罵隔／凸，障一蛍，厩認隔／桜，勘繍鯨／翫，……　を蜘愚＿と1によ犠炎、韓求めら》

れた第三．層の此抵抗畠駄鷺さ編分IE鑓を牽鵬して窮鮮懇以下のノ㎜の．財難乱権，禽，・尋一と

建翼さ／晦艶／謡婁……を淡タ轄し影　こ講L鄭の毒藏層醐～褒／撫急1ム篇裁蚤1為認ノ改十／娘，／為繍ノ窺十海濤十ノ～s筆・融・一

を鉾譲する無こ才しらので戴は購：1｛甲図で乍’颯に丹／いら諸しるゆ

　鷺．影論懸線は図舞藁に多嚢雛．哀審れているQ計鱗“された簿論麟i繕乏の糞気は2層お、よび3層v鷺Sl麟グ）編碁

釈ならば大ていの・合にはそれだけで（特別な賜1．辮こは内挿によやて）閲に合誉ほど充分の数！l二

のぼる覇このほか警写糞で誼1勇する理論雛1墾の図式作成法もあるΩこれは撃冗の黛層醇　3層熱線を

利用して，多層構．造の難1論懸線を作成する鐙に』役立つ麟

　3弄護の酵璽論曲鰯髄よ粛寸融ζ型4賃種孟ノ璽、◎Vノ▽一綬｝）寧＊にダ重しては，1欠の頽灘こ鷲）マ・て灘“鱗葦二審磯纂て㌧・る無

　　　盛蘇欄≦懲磐m影3ン4，7／雄，3〆2，黛／3警3〆7，v感罫三／嚢多∀欝，v3≦｝華i／鎗（），滴／3叙）

　　　趣撚㏄⑤撃μ〆，μ3馨！路鋒露夢／濤養（）皇三

　　　総罵驚4婁9罫聾多婁摯窯き薗婁蓋／2，工〆3，工／5婁i／嚢

　各図葉には径紋差餐，が菖および恥疑）中の2つが一一儲慈で藩臨のLつが率．々のイ藏をとるような1轍線

群禽ぐ／擁諜〆◎のが三1又録きれている魚解釈に際して，汽欝丁の3層懸嫁膿集（亙路潔　三），

鷺C鷺驚黙の3層曲線図集（欝図葉）ならびにS蕊魚勲涜欝鍵欝1翼集（麗＄1．灘葉）が利用qれ得

る壽

　．1二蘇桑融3層曲線以夕械こも，　藍馨浸讐等r遜隔蒙懸法・分身菰／擁li編繊潔｛葉，V鷺S　i熟線の解藩ミを脊易

にする特殊なノそグ謄ムおよびrα了鐙魂層1賑麟。、簾がある。遵層1爆翻瀬集は多藤響構造、V蚤燃

曲線騨）特性を正確に幾現し，澄層V賂賄線の解釈を容易にするこ嘘も可能である。

　駅鷺貰灘擢膨明　の瞳論曲線集には解釈傑作を迅速にする補助曲線図、嚢が・、嚢、まれている礁

難G鷺r黙蕪　の曲線がイ撫と諾．臼変噛て『いる、轄は坐標韓iのとりがにあらわれていそ》肇　この図盤で玄業

rcrアやSc損撚痴創即rの図葉とノ響な撃，独立撒難．1露ノ鱗エを縦軸に，織簿i変数級ζ／級　を横軸

に沿ゆてとひている雌懲凱1蕎濾産業i関1孫の竃，畿探査載嚢いては，．鰻3撫を横軸に凸ζ，を縦軸に

とって測定曲線を作成しているので，朕〕鷺r鷺蕪の曲線集を利羅しようとするには，1灘．唾都左鱒

甑碧臓ll転しなけれ，ばならな』・崇

　一…般の地球物灘｛｝3関隊の機関でも，滋君鷹を横軸に1，爵鑑を縦軸媒と〆て曲線を嚢添すること

が塞いので，鷺C総翼聡縫の／隔麟醤曾葦モは奨め爵れないΦ

§灘窯麟磯線の解釈
　；1萄婆鋒峯方権鍵質i　（．1：雛戴溢凸，厚さんのとこの下畜賦黒ある舞蓼2の姦笈質2　（．比抵甜導級，l　l，繋心ヒ

蕪麟罠大であるとみなす二とができる／象ど．大きい燐一ざ撫）とがオく屑瞬欝鷺界醸蜜こ、勲って分1す1払れ．て夷・る

とき（編は斑の憩倍以、ヒなければならない），V鷺S曲線勘解釈すると器，窯層図葉r難無エ

塞　慈と斑とは購述の方滋を鍵って磯論曲線の坐標軸融交点の実灘曲線坐標系ξ欝書ける穣、か

　難求め鄭れる鱒

継　皐醇樋極の一つを無隈遠／こ持も去った場禽のV器曲線穿M賛《A懲の場謙や双撫子法の
　一種韓蟹撒t蟹熱気雛量登《き総s供漁（飯壌）でイ響られる曲線融解駅駕対しても蕎効であ養欝
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、磯癒　義纈　癒∫讐　！i／　幸藍　（霧∫ま6巻　 鱗藝1｛｝　謬う

〈｛ず舗斐置笈ラ／翼）濠三孝彗萎繕さオL写等讐）。

　1騨瀞繋こ妻暴ノゴて1夕　疑i嚢蓼4）．．1恨こ懲翁縄爵i績箋蓋（｛窮蓋．57’選1註津3よごドδ）のヌ≡響離窒をの・せ章三爽1濃蛍蜘糸磁叢と

三鰹諭禽i熱繕鍵〉i答蕪鳶審；饗難llを落イ乎に｛1曇っゾこまま，蓼額縄漂縁泉ナ講無気義ゴ、1し ド，膿三蟻費こ窺撫郭し、て夕　聯の曲蓼鐘力遵選．i

　　　　　　　　　　　　・つと璽な』愚ようにする（鐸峯欝7緩1ε1）か，　または2つの第艶講lt指線黛およ

ごヂ毒ぴ）陛隷こ謹叢1当尋こ｛立慣一る、、妻うに『する　（1窮至57嚢繋1春）。
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離臨鵬熱うに灘鞠雌隔お攣賊と囎繍確一努蹴蝦諾

賊〉の麹搬！l膿勲繍戴盤嚢雛鯉標欝しく嫉こうして論脚離線の横
軸ξ識！が実測曲線の縦軸を切る、薫のρ，κの値に等しく，裁は驚1論曲線の縦熱1レ壁甥三が実測藏

勇銀¢）壕黄寧慮を・窮る、薫ダ）鴎β／2の・脅戴るこ慧享しん・（鐸善逢57嚢i紹設，　6）、、

　鍔響！！轡グ）員二！氏携1イ藏と蓬飼暮趣拠蕊芝範簾1毒ミる鷺1、論藤線くの幸釜饗父＊メ奄瓢♂》3／凸　とから下の嫁懸建の、娩雀難勢『墓が

欝二1．郵され．る夢すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ霊識！琵ρ／

　拶壽はまオこ讃擁糠轍1湶が重なる寒疇廟戯1繕蔓の淳廓、鷺畢泉漕1ぐ嵩幽盆（欝響1貯71灘，群魏銀爆）と鐸澤漁i擁1濠豪○撫繕磨触

と6）繁三、1裁諾〉炉κヂ）で直／こ馨峯乏曜、㌧・壽

　響萎測鑑1繕乏◎弊零礁ll睡織）治議葵嚢rn2一、亙．グ）鷺1繋商曲糸泉のレ・ずオ駕と1も置甕ア歎らないが重　2《）の鍵難論愈懸鎌泉

の問に入るどきには，薫癒るべき理論曲線に相患する径数は内繍によって決定される藩解釈精度

をあげるには，解釈曲線とすぐ近くの理論慮麟観留）闇隔が比較的大きい部分を選んで濃識（窺窟．

瓢おける各理論曲線のρ訂ρ！を求め，。曇c撒醜に対縛肌る補助曲線阪／櫓慰ノ〈擁）を対数尺で

＊　菱畢装女メ畿の擢ilはilお糸寒1こ重雛‘鉾されて1いるの

纏6一一（58（））



董纐、ひガス鉱床の電矧躍査（そヂ、殴）（「大聾騨蓼教訳）

図示し，実測曲線の測定鰹角げ擁をもつ、轄を瞬曲線上に記入して求める径数を決定するのがよ
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鐸響ま5Si灘　　 ／｛奪／ξラメー一タと屡冊舞粛蕉／辞三罧／（ρ緯臨饗轟

　例　第篶7鴎導に図示さ潔、た曲線から比抵抗幽，醒ならびに第工層の摩さ翫を決定する

こ輪
　／幾述のように，鱗瑠衡ずべi蓼縣i線を’窯層騨i葉孝） ヒにのせ，この麟峰泉が露ガ講7嫁慧よび鯵なる，　2つ

の理論窪1、1線の間に入ることを確める・次鐙図葉の坐標軸が解釈曲線の縦軸および横軸を切る点か

疹，これらの坐標軸」瓜に指示された鐵盛を利用して，紐罵窯6無魚，錘鳳叙／雛を得惹、擬察による

内挿から解釈i／l／線の径数趨の確からしい櫨を求めると峰罵7疇となる。より蕉確に求めるた

めには擁β／2篇欝○（〉燃三寮）、るいは漁β／2属罵5ξl／こおける曲線♂柄／凸蹴〆＜、晦）を作成する（第聯呂

図）癖ご．の騰線上に侮／趨職セ15々0罵7，器どいう綴の、轍がみいだきれる⑬この、嚢絶）横坐標が求め

る径数悠瓢7羅を与える濤したがって

　　　　　　　　　　　　　　鶴罵趨級罵7溢×20蕪寛黛篇／娼蕊藩撚　となる漆

　被覆轡炉異方性を有するならば，VE＄曲線から決定された比抵摘1趨～ご厚仁さ履ミ漁よそれぞれ

次のものに餐拳しレ・窮

　の　異方4盤の層の平糞菊♪ヒ垂職彩軽《，器鳶講4幽，1暮・慈，1罵畠ただし縄，柔と慈，，蚕とはこの層の層面に

47一（5藝葱）



　　　　　　　　　　　　　灘三質1灘塁菱刃学月　幸嚢　（｛菊蒸．6巻　 鯵客iO　号）

沿・）た．姥抵抗とそれに蕪蔽な方向の．至二払抵抗である鍛

　b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み×／～、！，鞭騰蹴ゐ「乳

　ここ裟溢　蒸　は異方イ慈雛系数『で　斑，毒澱韓は第iノ轡グ）鐸蔑の／撃さである穏

　もし異方性係数が既知であるならば，第二：二式から第ユ層の、縫の犀きは容易に算繍零れる。すな

わち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵，縫鷺櫓嵐み．ゾλ亙　　　　　　　　　　　　　　　　　（詠3学）

　異方性係数は次4）ようにして決定される．

　（芝）　坑井付近一鴛爽施され、たV墨捻のデーダを解釈して得た厚さ裁とこの坑井から決定され

ゾこづ撃．さゐ互，葛rミ蓋琶と¢）．姥1鮫がら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み撒ノ羅／ノ録，七r齢　　　　　　　　　　　　　　　　（339）

　（2）　v聡8曲／隷から豪メ球驚された銭二；無竜嵐凸と糞嵐璽二内の電蒙燦至i勺測定から鱗£ξ護透きれ敦土あヒ懸1薩穴凸，讐

との焼較から萄水平層状構造において！譲雪藁i薩方向に掘1芒）れた坑井内では幽，鑑蹴潮，孟となる。

！、．たがって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ崖継擁，掌ン，ノ幽，ε轍擁／慈，翼　　　　　　　　　　　　　（33の

漕輝響らオノしる鳶

　（紛　第工層の磐質力｛かなりよく知られているときには，第1表を用いて近似的に求めること

オ影できる、

擁の臨凝硬き麟二鯉層　第俵糠卸）異方’辮魏∫，嬬難播、嘘1
4洗娩抵慈蕉を二lll：二確に決定するのは1蝦1雌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諾　　　　　　託　　　　　　幽嘉！凸になる。　この場合，いろいろな陣

重良に女寸するヨ墾錨融ll穀講ミむよ澱浅・範護饗ヌ猛し

でレ・るσ）で， ガ窯を廓懸笈汽ノ，妻うとし

て熱峯瀞ミ曲繕乏を轡幾馨鍵）、．ヒにの一穂ても，

鼠鷺農灘約に董舟まるだ／・ナであるゆ

　も乏〆諮碧薄まヒ鷲覇寛力爆墾女1二1であ碧黄n呼デ

プ∫嬬三憐ζの．比塗厳ま菰力§三実蔭墨、、靴撫至事裟大であ

ると：諾烈なさ才しる（費盆尋ま拶呈の幾鱗愚ゴイ警

以㎜ヒなければならない）ならば，2

∫轡曲繕箋の鱗1轡論よ三著しく繋粋笏になる侮

　こ騨）条件の下では，理論曲線は

樽や鷺1状をなす季影誓土　　工．02－！．（）ミ5　　1葱．ぴ豊一1圭．生（）

簑少豊fゴむ離三する巌餐こ乞　　　　蓋．．○葺一畦．！導　　　溝．叢○一遺．32

　　　　　　　　　　　　混．蓋（）一一i。28　　　i．2⇔一蓋．ら警

　　　　　　　　　　　　叢．1（）一叢．難§　　　i．20…門一窯．謬（）

蟻聾オ麓嬉｝　　　　　　　　　　慧、、4薫一2．慧藝　　　2．（）（1一一5．（）（〉

際ヨ／凝　　　　　　　　　　　　玉．73－2．誉5　　　3．（）（）一暮、獣）

　　睾謡　　　　　　　　　　　　2．lx）一驚．5誉　　　4．（xγ一ε．轟（）

　　　綿　　　　　　　　　　　2．（）（）一・碧．7芝1　　　4．（x）一7．s（）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ融濯．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（340）

なる渡欝猛繕騒こ」，轍ずづくむ

　、この漸タ麟泉は横軸飯鴬慈～江婿。の勾醗をなし，／詔捻ゐ、1灘1の、薫で横軸と交差する患

　一割方愛汐葛慧○螢の襲携で警の峯麹湛墨ll線舗激

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擁君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期κ灘　　　ヂ》主　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3縫め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ゐ、主

なる1叢藤象に濾鞍猛し，　こぴ）1鐵麟箋は｝磯騨1と4慕oの角獲：こで・懸藩／し夢　耀禅轟に薫／斬撃な獲護糸崇漕菰灘粛里と、茸隷（ヲ

で交差する．この点の構坐標Aお／2の値は裁に等しくなる（第蕊g図）登

　．鉱詑のように，被覆層の比抵抗慈が既知ならば，きわめて高い比抵抗をもつ基盤4）表灘深度

を決定する二と韓藩よなぐよだ容考避7にな勢，結騰，　爾K職1亀　な葛騰：繕濃と解釈曲線の虞枝慧の漸近線

薫．とみ援ξ、薫o　o）横懸麟梁拶）之驚定にジ餐｝麟轡る（鮮響蓋5静逡i）、

　　　　　　　　漁君
　濾隷登繕ミ漕置躍一一一一揖裏の、焦轍あるづ㌻くての、薫垂激
　　　　　　　　　麟i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ箋ぞ3　　
ゐ，嵐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篇一…自認ぶ螺眠灘獣．　　　　　　　　　　　　　　（34灘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞照　　凸

数る条搾を満足する．すなわち，漸近線上の任意の点の横坐標と縦坐標の熱は被覆麟の縦電導震

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤《鯉）
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纂1灘薩　繰蹴㏄跨鱗1§㌢の2騰難譲の解肇ミの例

　この藁二は蕪蕪縢L撮鷺で／掌さがノ鍍ある平行，六藤体｛ひ騰襲暴熱こ平子yな乃穿演で測定き孝L・たそ融〆噸薫体

の電導お隻轍粍1当する（第｝6（）i灘）9

聯さがノ縮で此／繍1が醗であるような継麹）一継量食陽合については，縦電導度ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ず　　箆　ノ職　　π
　　　　　　　　　　　　　麟，誰墜．．．3霞篇　一　1識鷺　『一篇Σ麟　　　　　　　　　　 嬢縷31〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵叙？毎　冨職竃拶蓉　ε欝三

であるαここ藩こ11ノは糸色薦t艇1三選碧醗、無部（ゆ警層の鷺湛芝罫の懲、1で磐践1，島）はその二夢貫講従歯雛奪，鷺嵐である礁

　漸近線．E鐙）全点は縦電導騰を決定するのでミこの漸近線は縦電導魔線または葱線菰も呼ばれ

てい驚“

　5冒線とズ黄i融澄蕉講亙との蒙ぎ、1叡の擁お／鴬の継三／三柔実際

捻羅1ミ疑大、頃癒建叢をもつ媒質の曇甕馨疑してい猫・i答ノ欝φ弄従

電導度の和に等しい数被を与える，

　このことから，次の規響／が得ら｝れる。

　〔懸蓑鱒壽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘩鳥
決定するに醜三蒸測（解駅）曲線の華r枝卓嶺感ぴの角度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んで漸近線をひ熱この離線（ざ線）と藏線爾κ襯蓋と　　ぢ

の交、点を求め恐勲こ（え）．1、1類）解釈曲線坐標系で承冬熱，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸鞭毒
た機滋桑標融で藏は求ダ）る8の・縫に等しい⇔

標（攣）阪，此筋歳さ擁この1奪総

　　　　　　　3漏（撃〉緬

　　　　　　　　　　爵駕，、鴛

で・特に縦墾標が欝とか亙（x）・玩いう点の横坐標の　　　　第㈹灘

嚢藪を罐tめれ1、罫容易にぶ騨）磨藪が1鶴響られる祭

　多層v鷺S撰藏iミの題琴淳轡ミでは艶もう・轟つの；量シ墜養雷癒

犠1が使われることがしばしばある導横抵抗は次の式によって定義され，る纂
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鷺幸艮　（第賂1巻　篤1乱○ 弩卦）

この：量：は高さみ1灘謝の顛ぎ積亙難窓轍嚢る『i菰行〆育蕩体の底覆嚢こ叢難獣な方r韓で測定された；岩濯fの全抵

！箕に舞摯しい（鮮ぎ烹蘇（）鎌i）Q

　り後爆鋤ずるように肇1磯餐難婬農よ》紅餐驚／究寿乞7琶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏一K趨＞琶．縫

なる不等式を満足するならば，ざ番麟沿層に相鐵するV鷺S曲線部分の形状を決定するP乙こに

級欄竃ど醗率三とは．．ヒ部と下部㊤層比抵甜瓢である離鴬層からなる多層奉黄5叢については鼻横！撮抗は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴセド　　　　　　　　ソま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7瓢Σ1飯級縞Σγ惹　　　　　　　　　　・　　（3雌の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯛唯　　　　　蓉孫三

む二為し馨“

§騨　v雛繭線の磁式作成法

　多層V王盤麟線の解釈に入る前に，V銀S曲線の麟式作成法について述べておく方が好都禽で

　　　で，、二れ、について1説1夢三痔一る。灘・算されている鷺賑爵1曲線の数ぱ実酵葺に対蘭する曲線融数！・二較

ぺて，は撫はだ少ない“　そめため，v鷺S賄線を解釈しようとしズ異），

膜弩な，あ讃かぱ形状び1）似でイ噂よi蹟灘論1…線が嬬駐癒い1齢がある群この鱒な場膏矯lll

v鷺S曲線φi泌式｛乍成法の研究オ・らv鷺S離線齢雅ヨ薩犬に関孫ある一・違の径黍父を設定することも
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纂獣麟　3麟　　ひ乳隔　試1

3　縷l　l矯1線の鑓1驚楼イ乍／戎

　奪礁覆層辞中閥層，江纂1斑ノ藩の♪雛蟻ヂ麗のll繕の関係によ今て、

餐藍をン欝すゐ緩つの妻毒蓑式にラ露濃さ才1、るゆ

の

い
£）

（D

鷲熱醗線（第．乱磁，歌麗D

蕊難無i熟繕ミ（歪窮賛難，惑i瀬）

K型．曲線（第醐，欝図）

Ω薫毅曲楽衆（鐸蓼絡逸ン罫1藪D

麿五＞ざ腿＜ρ書

麿1＜ρ譲く慈葦

麿置〈〆触＞麿難

澄i＞爵濤＞澄s

3メ欝v鷺＄曲総乏は≧欠ダ）ような‘電雪義爵窃肇釜

曲線の型式の名称は特性点遅，携，K，“およびΩ（次項以下参照）の二名移に1懸来す釜糠　これら

器（）一毅58魂）



　　　　　　　　　　　覆熱・1・1・ガス鉱1米の電気擦査（その風）（大野嘆教訳）

の特性点の解釈曲線坐標系における位置は窯層図葉を利用する2層曲線解釈法を3層曲線の解釈

にお広張㌔サ噌るとき難葦1要1となる、

　誌層V鷺S曲線の図式作成法の基礎を要約すれば次のようになる。

　VES　曲繕ミの左ン1皮の灘薪1聾よ餐霧　i　鷺1ξ嶺欠1馨の上ヒぎ鴛抗聞の1業冒系薄・鄭決定される。　一づぎ，　曲繕更の1脊桑安

隷一ヒ部驚属金体劇事さ飯，露の仮想的な！屡におきかえたとき，その．比抵抗紐，塞ど第3麟鐙炊抵

航愚と分驚の関係か曝決定泰れゐ“悪，濤とノ哉，霧の姦鱗は各羅ll線藥式総応鵜て与え鄭れるQ

　窯騒図葉r貰2一烹の鋤酵雑靴よ雛VES曲緯箋の左枝ぷ書よび窟枝を作成熱た1後撃曲線の串驚部を

当頂員ノている電気的構燈に重以た構遭に対1藤する31騒理論曲線間の内挿轍よっ《作成して嘩更める

VES醗懸象を聾篶／戎するQ

駈至聾蕪溢i縄箋の靴盛／魂

　H鯉珪V慧＄曲繕毛は≧欠のようにして老縛戎さ壽先る蜷《多拶鶏，拶3呈縁⇒欝，よるドノ絵δ）餐戴が孟罫肉、幾穿もてい

るとし、駄う驚憲ず爾対数方眼紙．撤二（飯，凸）なる坐標、薫θを標示する礁または曲線を相対坐

標系（麗醗ξ肇）で織す燦聴臨鼠鈎嶺姦標締入弧
　、轄ひを創替麟，蟻瞳点に一致させ，径数趨篇級／凸の曲繕鷺を用糸磯 i繋こ縫馨す韓を鷺鍛暮層VR8

曲線の右蓬皮をヂ韓戎｝暴煎るどき，翌一｛職撚ぬ麟のづ鋭員1蚤にしノ1こがって，ゴ1藷初の2ノ韓は厚1さが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬，黒罵ゐrげ繊　　　　　　　　　　　　　　　 ◎347）

で，縦電導度麟，熟が第工層および欝綜層の縦電導輿麟篇漏／幽と魏聡厩伊纂の和に等しい，換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　賑，2．　ノ～β一ノ嬬　　ノ羅一1一隔
　　　　　　　　　　　　　　　麟糞り漏　　　 凝　　　　　　 嵩
　　　　　　　　　　　　　　　一品　麟譲　ノ賑．＋愚　畠＋哉　　　　　　　 （348）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈　　級

であるような／撲想的！麟に，，1てって置換され得る導

　したがつて，　H、1銀3層曲線の墳誘娘二疑茶饗ぐμガ郡∫㌔／慈，窯なる盤層曲線に簿碧猛す児る纂　・き　　言星

慧メ薄曲繕乏の蚕麟票系凝ぎ、1紙を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘照／～工十編繍戯，裟　　　　　　　　　　　　　　（134の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／～三十ノ姥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潔聯、麓覧㎜1一ぶ壕蹴翫雲　　　　　　　　　（慕鋤

なる坐標をもつ用紙、1二の、愚ずぜと1 一致させておかねばな穆ない群

　κ1点ダ）位置は作1灘によづても求められ暑ンQすなわち，縦軸に甲行でll黄軸をノ鞭一げ～嚢に相嶺する

長さ鈴、報で切蒸瓦垂線と，横軸と媛絆の角度をなす、鱗十＆に藤i麟す撮）長さの線分を横軸．ヒで切

る直線慧をぴくと，爾直線の交、撒が求める、愚πとなる雛（ξ，ぽ）坐標系ではπ、縣の坐標は

　　　　　　　　　　　　　　　　　雌蕪諜葱十撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35め

　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ2ず漏蕊＋糠罵i＋観㌧メ虞窓　　　　　　　（3鋤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i十穐〆趨　 擁÷搬

によって与えられる。

　κ、轄が決定すれば，それを2層図葉r蕪2畦（付録　夏更）（醒＞級）の原、薫に重ねて，径数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　禽　　禽
　　　　　　　　　　　　　　　　　撫牒　　 謡　　　　（8十8象－）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　慈，嘉　ノ鍍十ゐ警

なる曲線雛を用紙 量鱗こ移すΦ

　求める曲線4は左方で懸線薫と，宥方で油線暴と重なるが，極小部は曲線置ど欝の交点、歎りや

や㎜ヒ熟ブを通濃鉱する“樽鑑／あ潮Sをもっ～二嚢諮i崔にヂ鰐或するに轄＝業　騒層曲講ミのζ判三講，1、鷺羅朝票渥寺定用ノ灘グラ

ムを利絹するのがよい、このような曲線の極小・極大，薫に関するノ蔀グラムは蕪層曲線のより

正確な解釈の実施を醐勺として，筆者がはじめて提唱したものであるゆコ爵そ跨後撃A，鷺．

蜘罫灘脳滋藤蒸は審らにこの考えを発展雰せて，V鷺S曲線の図式｛乍成ならび轍解釈用ノ騰グラ

ム 集を発表した．それは／怠繰〆禽（その値は曲線に添示されてい誉），／慕禽！薩および漁β／2毎

（4，8，羅および鎗の4つの値）を径数とする駿．と趨との間の関係／慕勘㍑バ1慕趨）を図示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5王一（5慈5）
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じたものであ凝囑

　こ濤駕らのノ董グう》ム（そ群）一確葦蟻め藩藝凝13i瀬にi翼i潰曳審れ鴫ごV・る）1嵐1慕ヂ舷・／澄1糊cO脈醗．なるi轍患泉暮箏

申，与えられた滋麟票豫，撫なる点嚢の位置からこの点を通る曲線の二径数爾麗／践を内餐勲こよっ

て求め，縄が既知ならば，　岐つの〆懇〆2編（4，8，薦および32）に対する繰を算出するこ

とオ蕩際ぎ鳶雛とノ試る台

　普通の場合には亥V王総曲線融極小類三を正確に決定し．，ようとするならば多欝．鷺澱囎噂鍵欝のノ

冊グラムを利瑚して1極小、愚の・醜、置を記入するだけで充分であろう箒彼のノ冊グラム（それらの

一例を季駕　1暮魂　図に示す）　には　　／奄灘鷺撫舞鎌．に女寸する　　ρ駕至主、i，、ゐ亀・驚．1〈鞭）　曲淳織　　（蓼響線曲講の　　と

㍗凱ヂ画例ll嫌（磁漿撰痴＿いる．頭苧）阪凱撫一

織肋極小点磯瞭ある・菱麟線癒卿幽蕩葉繰一麟触認櫛鎗す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ簗撚地
る1こは，謬えられた擁値に対する　　　　羅．プ疑の曲線上で麺なる横坐標をもつ点1）を記入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸
する．次にP、轍をとお・）て横軸に平行な濾二線をひき，爆え転1臓，た径数、繊に対する破線曲線と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麿詫登臆難唱
の1驚、薫Pノ分1横蕪麟票を桑チξ定する。♂残とノ惣とカ、ら婁オ更める　爾婁且／iヱエ灘　　　　ゾ叛オδ、よび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（禁）阪藤

　　　　　　　　　　　　　　　　（夢）伽樋』　ノa1　磯

義ご算二出璽『る融

　例　次の構燧断毯につい七Vi蛇曲線を図式作成すること＝払雛鱒撒，凸惚紛Ω纂，縄撒50灘，

澄畠蹴藷蕊認灘葱鋳ゐ嵩慨敬瀞，露s畿7（）蕊急撒（31認（）．5欝ノ欝，3繋職25鎌ノ欝）

　◎　爾対数方眼紙、ヒに諾蹴駕職20繍，鮮躍紐淵熱蕪撫なる坐標を有する、点く）を記入し，貰　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
2畦図葉（付録灘）から径数趨螺烈鷺｛）．（）暮の慧層曲線を移す（第欝2図）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏0

　2）　点！1の坐標

　　　　　　　　　　　　　　　　　．む、鍵㍑ノ黛、エ，黎麟ゐ竃牽1鎗瓢7（）鑓急

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点ズトノ幾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏躍瓶欝誰澄蕊不3島雛2・8爲m

52一（58慈）
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汐躍罫隷ユ三盤

　　醤、ブ
　融

姦
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と曲線の漸近「霜被の径数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ騨冊♂翌＿79㎜．、肇鍔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ2　一一　　　一一　　　一解d）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾i筆鶏　　2．8

を算出する、

　図葉r雛2弓（付録璽）を利用してこの右枝を作成する。その場合，坐標系環、1、鴇よ冴、轄の位

1簸に季3く。

　3）　曲線の極小、糖の坐標を決定する。このためには，最も近い、繊値に対する曲線の極小点の

坐標決定用図葉（第1磁麟）を利デ1讐する・

雛畷．5，擁一。，＿して竿。．＿）縦＿断x駕、1≧（　

の耀誘擾奉票）をで勢る薙

　　　　　　　　　　　飯繭《触響＞幽一〇灘×⑳紘騒伽・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊）療醜

　　　　　　　　　　　　（苧）繰豊藏一r一フ～ll一
…燐・惑2×20岨04難

なる坐標を有する点を用紙、．烈に記入する．この、照、を¢点とする．

　の　極小点を通り，左側では径数擁のr雛2峨曲線に1合流し艶虞側でぱ径数メぜの「蓑2磯

曲線に合流するような・平滑曲線をひく．

　求める曲線の護つの点は第1礁図に紹介された　A．蕪．獅嬢灘傭　のノ塾グラム　（この図葉に

はず磯雌釜．75すなわち！慕、繊諜（）。驚に関する曲線鮮が図栄されている）から得られる。

　慧のノ冊グラム上に幽灘（）．（鶏，隷灘慧．S（1翼擁驚驚．7，三g騒諜○．4）なる坐1標の、薫論を記入し，

内挿によゲご，この、職を通る阪ノ慈畿醜蹴．なる曲線の径数を求める。

　鎗■欝ノ2ゐF4（議欝捻膿80瓢）のとぎ

　　　　　　　　　　　　逢悲凸ごノ幽螺慧．孫ラ　爾κ／凸麟（）．慧13寧　揖叢畿s．総総題

　わ）　愚君／2み1麗8（愚君／慧膿驚（）類）のとき

　　　　　　　　　　　　／9ぎ璽／慈灘笈．騒4，　爵駕／凸蝶〔1。蓬392爵　避詫蝶菰綿島雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5を一（s88）
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　鷺）　滋β／2ノ鞭罵薫蕪（擁β／2認320驚）のとき

　　　　　　　　　　　玉翼身罵／幽灘竃．嵯3，　麟叢／趨篇〔》．烈澱鷺　轡煮職欝。8勲撫

　る／）　紙窪露〆2ノ籍罵乏鷺（．擁鳶／慕灘蕪4（〉撚）“）とき

　　　　　　　　　　　i尽ρ澱／擁篇工．§7多　澄蕉／醒罵（｝．感6呂き　酸罫徽18．7島騰

≧驚いで爵　ざ㌃欝瓢5．66蕪燃，　（護β／霊）欝駕s（）難1　摩κ蒙聯5．5s摯　（滋β／露）鰹瓢欝（）m峯　漕煮γ罵繍（）、8蕪蹴艶

（！美β／2γ寡3灘取藁鰐β駕ε瓢風8．7Ω瓢，（滋β／2）£諜G嶽｝鵜1と1いう垂軽／票をもつ、1瓢欝婁（～聾／一，3を燭糸磯㎜ヒ

に記入する．求める曲線はこれらの誘議燕を逓る．極小、乾ごを紀入すれば，　さらに精臓よく曲線

を・俸1戎することができる燦

　もし解釈者の手元に3層曲線集があるならば，求める誌線をよ絵正確に作成するには艶異なる

趨纏慕ついて，鞭！趨の近似値に対する2つの理論曲線を矯紙、1二に移し馨求める曲線をその曲

線の傾向と一…致するようにしでひくのがよいゆ

　ぎ舷〉薪露く摩3の溝懸蒙含融V夏業S讃1繕ミを舞臨寮すると警舞誓2ノ藩融溝籔さ豫§そ壕Lほどヲくきくなく，　そ毒涯灘

蟹描二がV鴛S　lt雛毒ミの極小、報の、疑．／卦地抵抗級ダの辱祉分以下であるほど低いとぎには肇第識、讐の比抵

抗烈掌さとを岡時に増大も1．、くは滅少させても，繰曲線の形状を実際奮変えるまでには灘らな

レ・鼎　このような条イ牛のもと弔ξ1強，　VES曲線の形ンi、嬢⊇鷲欝iU欝と第2層の．比抵打篶とタ）問の態ξこよっ

て決定さ嶽、るのではなく，こ勲，らの層の縦電導度間の．費ヒによって決定懸れ、るのである難すなわち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3窯　　ゐ窯　　ま雛亙　　麓
　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓濤篇　　・漏　・ 瑛　 一・窯　　　　　　　　　　　　　　　 （354。〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・象　　級　ノ鞭　　燐

　 ヒ述の条詐において，VES曲線の形状は中問層蹴）厚さを霞分のi轍し，比抵抗を簸分のi

に変化させても変らない．

　一一・方，驚つの低比抵抗層の間に高．町繊抗層が介在／〆ている場合にも類似な現象がみられる鄭申

間層が薄くて，大きな．臨妖抗のとき量与えられた層が驚ラざの蓋の摩．さをもち，2差倍の死抵抗の層

でおきかえ．られてもきv鷺蕪曲線の湾列犬寺よ裟1らない燈この媛｝禽肇VES曲糸蒙の1形ンiプミは中間層と曇皮覆

／欝の灘鷲娠手幾Jtにぽンンて濯ξ定さ才るるのでをよなく跨、横垂媛翻灘・ヒによっ照ζ芝夫擬謹憲才しるこ．と鷺プよるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？爆　　／嬉ρ暴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　賜罵　　蹴　　　鶏繊穐　　　　　　　　　　　　　　（嚢55〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7㌧　　紐澄憲　　距

　このV鷺S曲線の特’雛は任意の多層構遭の場合轍おいても現われる．　窯層以㎜ヒの構燧で，中間

層の厚さが小さいとき，翫曲線の形状は各中間層融乏1二抵抗ξ厚趣おを決定するものではなく，

その層の縦電導度麟罵傷／級（爵詞＞鑑＜ρ副の嚇合），横紙抗歎綴戯病（拶ま㎜三く齢＞醒．μ）場

涯魯）をが静避するものである野ξ餐

　この命題は等価の際理と名付け箭られているが静その、正当性は多数の灘論曲線の．／熱鮫からも実証

されるが，次に3層構造の場合について解析的に証明することにし、よう．

　驚極，3極および感極配置瓢対する、鱒．掛地抵抗燈を決定する式の中で，申間層の厚、審と比抵抗

が関係するのは電位Uおよび電場の強きκのみである、びや澱の表示式をみ為と警核関数

＆（隅）のみが編と醗の値に関係するものであるか臨繁等撤の原理の正当性を証明し譲うとす

るならば，関数、＆（罵）が中聞薄層の此抵抗や厚さに依存するものでなくて，その層の縦電導度

魏篇ノ屠醒（紐＞趨く禽拶）場含）または横抵抗為罵織編（ざ》嵐く病＞愚の場合）に関係す愚もので

あるこ撫を妻論謙Eすればよ』・9

　数式化した法則の証明のために関数＆（辮）を記述1／てみる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勧繋㎝驚雇穐十海鶏6一驚穿繍撫
　　　　　　　　　　＆（騨）瓢汽畷∫蕊震藷一》磯1一囑潔鴛壽霧一窯嘘妬薦嘉‘滋戸翫耀講禰黙y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝麟皿勲読譲十撫鶉β一一蕪騰（椀幸醜）
　　　　　　　　　　　　　　撚汽二海ゑ急雛畷灘轟磁冴翻（編購鱗備ま戯呂銀議麟羅　　　　⑬5の

寧　示数ゴは対象となる機の順番蹴衷す．

慕難一一（慕89）
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　　　　　　　　　》甥幽1／2π，級2蹴級一魁、／縄十潮，綴台驚、縄一愚／声書十級

ザγ芋議P　ツ
（輝ご潤〉・鷺）群

　／義靴ノ鞄な辱ごズにノ1為蹴ノ舞十ゐ葛は鶏義纏1拶＞羅ゴ鞭、あるの

　もし慈＞慈≧ぐ愚な1三）緯f，幾警翻緯）鍔導灘はノ麹《怨，ざ㌔《慈お，よび級《縄鐙．場合翼こしレ・はずで、隻、

ぞ〉難．ヒ鍔犀楽∫・繧縛ご建鴛斗・て毅よ

　　　　　　　　　　　ξ鍔勲（碗綾噌娠〉慧乏ゲ磯紺娠ビー翻擁駕3一嚢癖縁（／－2耀ノ鞭）率　　　　　　　（357）

　　　　　　　　　　　瑠慧・畿（贈鶏一垂犠）／（拶、担一βま）蝋2拶黛！（β曵十漕三）一一、i灘2μ鷺／漕三一i　　　　（358）

　　　　　　　　　　　緬5驚（縄一墓儀）！（縄十轡怠）篇蓋一2趨／（幽一ト穆）蕉1一一2擁／幽　　　 （359）

　（35G）壽鷺に（357），（35呂），（3欝））を≠鴛茅、して汐ζ」）頭1を孝琴る瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　號磁＋（！』驚）α一2纏）

　　露三（灘）蹴｛～ξず蟄紺轟瓦一
一一一 一｛隔一 一 、一『＿＿＿ 一＿ ＿『＿ 丁＿ ．．．．、、、．．

　　　　　　　　　　！｛警一葱＋（i』驚）（卜勲巽晦）｝　幽＋徽一・（ト1禽〉（レ2碗）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　三　　ノ粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ハダアまド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ戦　　ρ3　　　ρ蛾　巽
　　　　　駕離㌘皿難群縫

　　　　　　　　　　｛〈渉、一志）　驚｝一　茎＋、蓉、…渉3轍銑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫∞∞凸欄欝“～＆　　　　　　　　　　　　　ぐ36⇔）
　　　　　糠く鋼｝馨濾q

一一『自一…『一［一・唱｛一…一　　　　　　　　　　一く趣一一擁一海慈、鞠，麓）詣一繰編ギ縄1一一擁革隣隅隔§，鞠

　慧ちしてノ題《ノ糠，ヂ㌔《慈童澄鶉《鳶慧に率3いては墜§懸ぐ君綬搾の／よ汐雲博鴛，／二びノ舞の鍍童黄打甦／こ僕碧系す

るのでは叛く，．姥愚播響哉（1神。難層の縦電導度）に関孫する。

　一・一べ弩艶芦譲》漕三，論覇》漕3オ3，よ置．）ζノ融《ゐ嵐にす書㌃ずぐ／きミ

　　　　　　　　　凝雲雛（』奔㌧一拶皇）ノ（爾露・一ト拶蕊）螺i一一2拶壼／建㌔一！一澄i）駕蓋一2ρ藍／撰輩　　　　　（36i）

　　　　　　　　　勘鷲蹴（芦ポー、拶盆幽）ノ（丼㌔尋一潜嚢）螺2忌蝿／（身s十声窯二）一置叡乳鞠！澄2－i　　　　　（362）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1卜鴇＋（饗→）〈i豫晒）
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　　　　　　　　　　トトー携＋（鴇一葱）（卜2餅2ノ～馨）｝　幽＋（・一鴇！〉（饗一遺（』2擁）

　　　　　　　　　　　　　　　　汐馨一一澄ズ軒鐙診澄窯み藷
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　　　　　　　　　　ξρ∫二！篭一二矯著欝ノ騒5謬一一駈糧十戸三不爾ポ碁演当馬ノ殿
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　した寮って，この1場歪繋コま君蕉欝）は編と腕に柔喪存せず，！桑間層の葦叢ぎil蟻撚1掌葱に墜郵系。する

こと貫こ秦＝るの

A型曲線の作成
　A墾V鷺S離．i線の左枝の図式作成は蔓難擁i線の脅糞勲）場合と似た手順で実施される、，両対数方

眼紙㎜雛こ，藷驚漏，蜜認凸なる坐標の、轍を記入する．この、轄を2層図葉r資聾、L（級＞幽）の懸、童標

系原、薫に1一致させ，　径数が／薙灘趨／凸であるような鹸線蓋を方眼紙に率多す（第憾S　l瀬渇次い

で，最初翁）ぼ層（比紙抗縄，凸，厚さ戯，撮）を仮想、的なi層におきかえ恐．この仮想的な層の

縦電導度と横抵抗とはそれぞれ，第1層と第2層の縦電導度の和，横抵筑の和に等しい、したがっ

て，仮愁、的な層の厚港は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌘雪ズ1一驚憾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ覆，昆轍　 ［［一　　　　　　　　　　　　　　　　　 （蟹翼）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悲，慧

　そ随の薫ヒ董饒嶺菰尋よ

寧　慧鱒茎み聾療睾ノ嚢・さををれ，／ご謹ゾ撹跳ダ醸浬1．一2餅ガ鎗　となるオ“ら毎

難6一ぐ響蟹））



　　　　　　　　　　　1擬季慮・ガス嚢暴1鱗鉱ひ「叢傑繋羅姦（桑の／）（プく繋響i導・教霧獲）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥、ゑ馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麿三，窯識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3慕5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5裏十轟

おなる輪

　毎，鶏お醒，騒、駄に関して、Lの2式を解けば，この層の／禦さ馳して

　　　　　　　　　擁吋仏孜瑛簸磯）一☆晒＋嬉）（飽＋1⇒　　　（鋤

ナ騒戦1究として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノγ㌔÷ア建＿　／衡擁十編爵器
　　　　　　　　　　　　　　　侮へ〆3ドト＆い刃万1『自工輩自涌　　　　　　（3紛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈　　醗

が羊撃られるQこの，際罵斑，震，霧罵凸，票なるノ・1懇票を産》つ，報は擁、戯慮た1は異方肇焦の．点煮呼垂，ごれる。
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☆熟、靴嘱騨獣烈ψ訊ξ》エ〉‘挫標綴、靴を 戴隷，径数の榔塗粟・離慕／澄三，、

轍等しい理論曲線窯を用紙㎜i二に穣す9その際，ll勺挿によ撃て求め馨曲線暴をひく鍛この曲線は左

枝が陣線貸と右齢部分が曲線窯に重な翫曲線斑）中央部の形状をもひと倒鷺確に表わすには，3

ナ書図舜馨＊から＆ど芦議と融蕪鶏が近いような蓼層i妻舞線を黛つ薫饗び出して（これらは曲線§，γであ

る），用紙 雛こかき入れ，求める曲線の申央部を上の爾曲線頓平行するようにして曲線萎を完成
璽『る（ノ）力宝よレ・撫

　異方性の点の位置は作図によっても容易に求められる．そのためには，横軸（砺那p、上エに，

麟，霧と’為，讐罰）億に等しい鷺盛、りを示す2、愚畠，震，歎，慕を設ける。麟，譲と歎，零の簸は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜　　隔
　　　　　　　　　　　　　　　　　麟，慧罵麟十5欝蹴　　十　　　　　　　　　　　　　　　（婁講8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　級　　醒

　　　　　　　　　　　　　　　　簗㌔謁罵Ti十ア露罵馬凸一｝一愚醗　　　　　　　　　　　　 （譲6の

から求められる。つづいて点麟，露を通って横軸と婚○の角度をなす薩線麟，議と点歎，黛を通っ

て横軸と捻駅の角度をなす薩線7マ嶋をひく（第燃5図渇両直線の交点が求める擁、轄の位置

である．

　趨線麟，悪，鶴，禽および騒，議（届，騒は縦軸に平行で横軸と漁β薫隙ゐ孟十編なる点で交わる嚢線

串3麟麟離嬢爆瓢罫秘購薦憾付いてい傷鍛初のが趨蓬資，次が撫纏，最後畷鰐憶
　趣である（貰還3ぴ蔑，鞭，グ講漏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57一一（慕嚢烹）
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、翼方穆三、蕊声葺テ影（挙で㌻鯵ミ

である）の各強こ、薫，〆葱，諾ずおよび（フはいわゆる轟演罫・畿生蓋慧糞拶霧をヲ彰タ讃♪する（榮1葺滞図）鱗　この鷺去

角形の嵩さ湿）ぱ問題となる3矯断蘭の歪洋獄および第2層の鑑視異欝性係数に等しい。

　　　　　　　　　　　　　　．、の龍4（ノ3姦掃還級又為藷鶏不ノ鎗／縄》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ圭尋一／鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　肱△甲毒編』儒諦弊

　　　　　　　　　　　　　　　　　羅λ

　もし油線が相対坐標系、4，ξに準拠して作灘されるのであれぱ，点｛）の坐標（幽，ξの，異方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑～蔑十よ熊　　　　　　7翠ま十7～孟
性の点の坐標（媛．竃，瓠）および納，雲灘　　　，貰，襲灘・　　　はそれぞれ、次に示す値に等し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓦簸　　　　　　　■ハ
い誉

　　　　　　　　　　　志認ユ，ξ。濃生，謹違鷺》6『墨薮ヌ繕て翼＝『灘ノ擁》　　　　　　（370）

　　　　　　　　　　鈷☆諺☆納評蘇翠鵡糠墾幽2　　（37ま）

　例麹畷（），蔚鵠綿，／解獅のと熱紹蘇謹，ξでv礁曲線を図式作成することぐ第騰

　謹）　VES用紙の坐標系原、撒（編幽i，鄭峨）と2層図葉の原、lll姻）とを蚕ね合せ，径数擁継欝

なる曲繕菱夏をノ導糸氏豊二に移1す。

　2）　横軸上に、薫鰍，翌，費．2を1記、、入』ずるゆ、この数類1は

　　　　　　　　　　　　　　　鵡，ジ輩i十縁／メピ2罫1叢十黛／！｛）盟L嚢

　　　　　　　　　　　　　　　態，鷺劉i÷、虻鎗鎗鍛置、十1（）×鯵コ9！．

に等しい療次いで，直線軌，葛，雛，襲をひく、、繭鐵線の交，蔀よ擁点の位置を決定し，その坐標は

（！ぬ螺芝3、慧，転灘6．のとなる瀞

　3）　協、点を2層図葉の鎌点に一致させて，径数〆鵡趣／ξ誰畿鈴創色9獣！感5なる曲線を移す。

　このような曲線は図集中には発釜熱らない疏）で，これに近い径数麹短鷺と趨ノ牒9の3つの曲

線窓および櫓を用紙、掃ご移す．そして，内挿によって穆’凱拠、砦なる径数の蹴2磯の曲線慧

をひく。

　の　こうして，左の部分では曲線叢に，右の部分では曲線慧に合一するように，求める曲線碁

§＄一（§92）
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をひく。

　　　　　　　　　　　　　　　　K簗！i強講ミの1灘♂ll｛乍ナ筑

　K讐慧V鷺S　l掬繕繍）1搬播吏も絃鰹ξや．へ潔ギ▽ES　l蜘繕乏と緯1季景にして作糞驚懸れ，る韓用糸氏ぐ鮮ぎ難371裳1）

．、ヒに坐標隔，縄の点を記入し，この点を図葉r葺2磁の1坐1櫟系原、縣（〉に震ね，径数惣瓢臨／級

なる曲線蕊を用紙に穆す雛つづいて．ヒ部慧層を仮想、i梅な層に置きかえる．3騰理論曲線の研う驚結

果によれ．ば，この層は跳抵抗が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆概《十1糠、輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　侮一刃ゐ、／潮孟尋．鳶窯／澱　　　　　　’　（鋤ン

1享さ力叢

　　　　　　　　　　　　　　馬，窓職書》笈撫慈十ノ頻ρ慧×馬／慈十編〆級1）　　　　　　　　　（373）

である．

　係数鳶は最初の鴛層のi桑鮨観異方性係数λG淵、欠γ嵐華ア譲1）（．竃十．s慧）／＠、十飯〉翼講粥係する印この

関イ系は第　欝9　薩Rこ示されている難

　異．か悸宝冊び奪彩をヂ嘗麟柔して鮮1　　．4、乙〉篇煮　の蟹義を麹二1る頭1ミらば肇i捻繕ミ繧羅．ノ◎○（第工（燃図）か1ゑ）

孫数総を決定することができる肇次いで，藏線擁Z）の延長、擦と曜蔭離擁。κ罵蕉をもつ，i、1畿κ，すな

わち，坐標が擁8／2罵（／嬬ト1癖海，凸．ピざある、1、、1』をと為騨相対坐標系謹，ξの場禽には

　　　　　　　　　　　　　　　　　試毅篇G十歌）λ総　　　　　　　　　　　　　　　　　（37の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ξκ順璽二輝勇／α一…麟／肉　　　　　　（375）

なる坐標の、轄を記入する9

　つ“づいて二撃κ点を2、層図葉ギ鷺2一蓋の爆歪樗1系源ぐ、癒に三戴ねて婁用懸無ヒに釜蚤勢ぐ
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耐波線曲纈）なる欝祥華を噂幾零一ノ樽グラ

灘（贈《）φ懸発藝裟よ態）

・漁窯／圏三躍ブζ（議β鶏）ざ）鰹凱ξ膿〆認遺

ム　（た鰭し　メ綿灘1　｛ダ〉場奪轡）（登．塾、

　費唾　慈訟蔦鼎魚，叛鱗旗）騰，醒瓢蔦○Ω凱，ノ輸灘90懲，縄灘s黛、瓢，ゐ書雛就の毒勢禽について撃

VES曲繕1を図式脅糞愛1すること瀞

　め　r顎2－／図葉（級＞幽）の坐標系原、…裁と坐標宥惚幽撒懲Ω灘，灘篇裁謡2⇔難をもつ期紙圭、

の点（）とを重ね（第1碑図），趨鵡憩なる径数の曲線蓋を用紙上に移す（この曲線の璽償2縫

穣葉圭．の位置は擁鷲9ならびに険職脇なる鴛つの曲線間の内挿より求められる）．

　2）　薩線ん÷撮轍難（）螢，麟，謡認麟十3譲瓢漏／潮十愚／拶黎灘20／欝十90／15（）蹴逢、㌶，欝蕊，纂撹7玉十7慧

螺海幽一1一撫醒雛捻800をひく登A、轡、鑓）縦坐標は幽，島畿総Ω鮪となる。

　の　異方性、鷺角形践鍵ごより叢を決定し鐸第欝＄図に示さ1れているノ遊グラムから講識ま，36

を発箆する。澗対数坐標系における慧の値は線分憾κに等しい。

　の　κ点を記入し，撒2磁図葉（級＞慈）の坐標系原点とこの点たを璽ね合せて，径数

ξ（）一（護擁）



王デ滋いびス鉱鎌の奪、鍵気探ゴ姦（その庭）（ソ繋i！／彗奪教1訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　幽’黒凸／級，慧篇慕／呂5講（）．（矯蟹

なる漸近曲線を穆す雛

　の　ア議に1近いが趣のイ慮£が異なる2つび）K潔雛li線誌と壌駄を移す隷

　の　求める曲線誉をぴく。この態線の宥の部分は曲線蓋に，友4）部分は曲線烈こ奮流する難中

i筆蜷蘭跡よ縫鎌楽糞と曇鍵）欝難こイ立．置を1．鷺グ）る群

　A．M，ボ駕罧総慕はK型曲欝鞍の窟枝の作成にK、薫ではなく／／、愚から麟，蕊線上で ヒ方にκ’遅

壽雛．れ、敦訟，薫κ’を牽ぜノ薯して普　この、轄を2層図鱗讐r貰馨一三．ぐ跨諺＞爵工）の盤棄牽票妻裂耀ギ、壱1と讐窯2＆ることを携象

案した．この、i、≒裂の坐標は特別なノ愚グラム惣明から決定きれる．全ソ石油産業省傘下の研究所

で計鱒二し作成されたS層理論曲線を拶強って吟味すると，’大ていの場合，κ、執よ1ラK～、縣を利稀
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その数値は第鷲i図に引｝欝された穆　と　勘　とについてのノ母グ勢ムから発晃され恐鼎Ω点の
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蕪（より若干大きいカ☆妻た韓ン」模蓼い蟹鶏グ）！鋤，鞭，μ8に女ナずる2つの曲線3と墨、とを3ノ脅図葉一から

封孫磯ヒに移し，て黛〉斡める爵懸裳謬のll一｛欝舞郷をひくΦこ二うして，磁1総ミ慕は叢賓則でi粕編隻量に，お噸則で溢1

線薫に漸近し，申間音i三が曲線3と墨ジi）申聞に、入るよちな曲線むなる。

　　　　　　　　　　　．哩，ξの糞憂合，点θは慧窓繰系原、職，、胞毅～は・瀦澄畿！÷勘，るヂ綴薗十融／圭十糠／ズ蝕

なる坐標をもつ鰹、ll、磁諾〉直線偽，濤・畦＋糎／穆沿いに左下方に線分Ωκだけ離れているのこの

線分の数値は第崖難萎蓄海こ引用されているノモグラムによって決定される。
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　例　1欠の欝誓鷺1こ婦簡す闇るV聡Sl嶺線の1瀬葺；賢乍成1ゐ／驚濃≧雛臆，ρ…コ醸）Ω顯：ノ題畿簸1置簸1！煽識§Ω1直：

ρ3驚膿．，5Ω、雛1：ノ離驚oぐ，

　め　罫鷺1レ！1畏儀葬1ξ点を，1謹辮黛 1二の，芭ぐ薦ノ～亙灘22魚，級憶3｛）Ω撒と一・蕎るさせ（第葺⇔図）學　用

糸氏上に径数、碗器（洗3なる曲線璽を欝すの　この／賜糀は2層鑓葉の径数潔聾灘0、｝欝と、繊二・（），2聾悲

る2つの強線問の懸挿によつ罵発箆され，る。

　2）　，点Hぴ）’位1鐵の汐鷺鯨。　その敦、二めに蔽1糸泉ゐ1十ゐ2畿88漁と　麟十ぶ2黙（），735十7．3s灘呂．09魏ノ灘

をぴく。

　3）　曇駕圭’7！鷹iに引用ミ柔くれたノモグラムか1三〉一勢え鋭）れたμ韓と艶とにタ嘗｝する《2入～蝉耳蔭，と／、．て

3、8灘撚　を発．疑、する。　／ぞ、華、気から1熱一ド方終こ二讃』繕し象，黛に沿一．．きて、孝、之総の粒、置を1．薦定する⇔

　轟）　、薫　Ω．と図葉r登2－／の六1鱗票系！駅濃乳とを　・・致させ，　ぞ墨数　！ま〆器縄／、《叛，窯灘・！、5〆9．9蹴コ（）』絡2　な

謹｝i始繕ミ慧を拶・く麟

　影の　与桑、1うれた1趨と畿に対するΩラ雛曲線に近舞試した曲線濤と毒とを茅1薄紙にかき入れ，　そ

4）間をとおるようにして，求める曲線謬をひく⇔

　、蔀、H，殴，xおよびΩのイ立篠▽）濤己入を縫葵竃かつ容易に二す四老）ため・／すll象x、γn，xv簸1（1司率乗に

難翼嬉XX）に紫された特殊の図葉を利用してもよい。これらの図葉には麹畿c（搬st。，載嵩馨o懸意諮寧

に対す灘式籍！（ノlll2）蛎麟瞬繍ガ講されて臨

　図式ダ師瓢される！矯1捺の講麟票系原点（）ぐ緩，ざ冠〉に関す讐）1求め釜）べき，萎猷封，湾，κおよびΩの

寧　対数単位長が｛1．器C難等1㎡い尺度に対するものであ嶋）帯

＊礪難　…一t・　閥購☆頴lr）轟繭騨ll組恥）
　なる坐漂の点で切る鐵線群症表わす。　一『　護，κお、よび戴ではyジ穂（）蝋。におけ扇謝係

鴛畷勾☆）翻蹴ノ鶏麟は図歎黄車螂勃購し喋1轍横肱
　図蘂1ノ，擁、．κ率、ダ、敦び、く～の詳細につい《りは§醗でll莞萌する。

§2一（薪～96）



石袖　ガス鉱旅の電気探査（そのD（大野博教訳）

坐標は補助図葉葺，滋，κおよび慧の坐標系原、薫に関して，与えられた径数趣，雛に対する

曲線メ転罵C韓黙t，．縁讐C購総t．の交、職のイ立置から歌舟定1されるQそこで量、1裁／ず，擁鴛ノぐおよびΩ恐イ立

1鴛をV賦S　l蟻繕ミヌ蕎糸1敵、ヒに欝己黙、蔭冊る轍／よ曾　これ，らの1・熱条泉の・！ll蕪（／ず，擁きκもしく韓こ弧のに∬趣じ1て蓬；藁

定さ1れた補助懸線図葉上に用紙をのせ，曲線び）原点○（撫，趨）と図葉κ（H型曲線作成の場

合，　以下醐牽兼），　図葉　擁，図琴嚢　κ　あるい韓ミ縫葉Ωの坐・慷系選悪膚疑二を 《致させ，　さらに、図葉と：用

紙の坐標軸とをそれぞれ平行になるように保つ、次いで，与えられた係数趨と纏に対する曲

繍解一およ廷細一　の撰義線㌘一鷹漸麟叢ゴ㌶鉱これ械む螢）
、崇乳（／ぜ冷ノ豊貸κまた／．芸Ω）であり雰　それ、を舞醤氏1．血に馨1摩麿“鐸窺算：≧図に、轄11季擁降κ、戯．i；ひミΩの

イ立置決定例が蒼尋介され、ている。

　◎　、［織κが羅罵∀9，職；3　（同図の

　2）　、1、獣A！転繍5，　娠繍5　（罰図《餐）

　3）　、爵1κ、晦繍7き　雛繍鐙（同i灘難）

　4）　、轄Ω／転繍1／響　舞罵7　（図同r）
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ランを響鍔嚢遅勤る。　ご、窪）こと諺ζ廊勤能で認乏〉る騨）／訂畿溜誕1窒鷺星i源鮮愚漆馨葛魂、1讐1祭！鷺，より・．トさけ輩姦ズそのメ爵騨）景三

馨響がVES曲条泉の茎没1り蒸の至鄭1分寺こは1載とパノど葦；見オつ才Lてこな夷A力誌ら1賢あ鵜Φ

　VE＄曲華裳の1姦1枝イ乍、成に陪蕎して，i鱒似の3層1痛線が、発当らない壕シ合／こは，　2ノ轡i灘葉r買繋飛か

ら径数離鳳醒〆凸な聯曲紡纏を移す（第鴛8図賑次に，既述のよう1為　．｝二部黛層を厚さ紐，慧，

比抵抗幽，漆なる等繊層（仮想的1夏．縢）によって置きかえる貸

　逢奪讐曲華泉の受翻、の｛瓢1分が曲繕爵のど融1襲に鯖1す器かに苑ζじザぐ野≧欠の無ilを舜tめる鼎

　　綾）鷺型曲線（第澱、図ξ美お。婬，／糖！鎗麟）に対レぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵☆／　　細・

63一（597）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗灘！　（第蓑～巻　 欝蓼i（）茎摯）

1分　A璽曲線（第露1図｛多および第三65図）轍対して

　　　　　　　　　　　　　　　　　！ノ晒＋ノ鹸
　　　　　　　　　　　　　紘ドv臓、’ゐ雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶三　　幽2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　　　　　　　娠一4俵轟砺澄翌）（盈千驚〉　1

の　K型曲線（蓑窮1趨図碁お，疑、ド嬉蓬併図）に対して

　　　　　　　　　　　　　　　＿　，鎌／幽十ノ鎗級
　　　　　　　　　　　　　ρ主，盆瓢一　ε
　　　　　　　　　　　　　　　　～！鵜肩皿ノ鎗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈　　経
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　擁一紙姻＋粥）てIF爾1

講）　Ω備i瑳毒睡綴（芸鷲｝ξ認1還lrオ融，、1てこ懇講’三71．）i灘）1こ粛寸し寧て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ～「ガ←ノ鋭
　　　　　　　　　　　　　　　　慈，嚢＃写
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノゑi　ゐ£
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈　　蔽

　　　　　　　　　　　　　　　　ノね，婁龍糟（ノ賑÷ゐぎ）

（P3叡y）

◎競）

◎魏）

ル
ヂヂ

卿

自
》

｝

が
講

く
ふ

笹

鐙
齢
｝

一鵬整

艇

｝　一㎜

ド

努
臨
． 一8，

婦μ貸 静
醜
鳥

墨
語

毒
擁邪黛多

撃縛x
鳶熟
，　・瀞

罐
〆’

魅
煽
ぐ
一
　
　
　

　

聡胴
鍵

鰻
犀

し躍齢

掴　卿鞠響　　　　　　醗騨　　㌦響 蔽灘齢，誰
翌

錨L　l73鍵1　　鐸』4。ヌ叢護ヌ麟v璽難曲毫議で乍ノ震ギ剃

　っづいて，2層図葉から経数趨’兆縄！薩，黎なる曲線窯を絹紙に移して，3層図葉の曲線と3層

麟繕柔の舞詞・、転および蓼鵜起、燕とを孝碁用して夢　3層癖罫灘（凸，叛，凸，職，縄，ノ懸濃賦）にタ寸する3層

熱線を俸る・魂層曲線の右部の作成にば仮想的層幽，鷺と次層趣の代りに新しい仮想的層幽，黛，壽

を使う③蔦の層の厚熱此抵抗は嶺盤i線の型ぐ1竃A，貰K等，々）に応じて次の式から算出さ離、る9

　蔓A型曲線ξ　（第亙74図ぎ葦）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！（裁十ノ鎗）鼠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　十ノ～紬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！／薩誰剛編
　　　　　　　　　　　　　　　　／孤，霧趨，第十縁縄　　1趨11凸　．讐総、；

　　　　　　　　　　　　漕　へ／鴛＋麓㍉致蒔誰ン舞

　　　　　　　　　　　　　　一〉密惚慧稼黛憲鷺静　　　　　［　〈鋤

暮4一…（5を18）



甲灘業蕪卿脾F

零 襲調

顧．　

煮
［

闘魯払＿＿

昌
セ皿繍

†
鐵

讐．…饗 ＝辛
峯 ㎜㎜醗萎　．、

四　　　　

　三 糾
L

畢

工 二工 屋

療
…煮

二距．

皿
卿欄

㎜
灘驚

皿雪三
η ，

蝦

烹 ㎜　　一 季 、　　　　　　　　　　　糊

㎜ 珪
1
喰
1

十一 繊

謝、
｝…

一
年丼　　　　　 聯

黛
雫

十 燃翻』斑

襲

．轄

㎜
鼎璽

欝 ■～

㎜一

駐 葺 甕 胤賦

嚢
＿
轟

鱗、 矯軸ψ一帰

丑
藻 蹴轟磁

再撚脚L　

賠懸藩回（謡☆

糟ヤ （3綴）

翫、．◎孫、癬鼎轡

一慈　級



　　　　　　　　　　　　　　　　、難、質、調査所，／催報　囲路灘第憩一幣う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、／（藩ノ※ll）・醗』ノ劉　

　　　　　　　　　　　ρ至，蒙、暮轍冒　　　　　　憾趨／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　刃／（　ノ　※ll）．ト愚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刃（ゐ轟鞠酬（li＋舞）幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫嗣梅ρ勲諮呂仏磯仏
　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　＝》
　　　　　　　　　　　　　　　　　Vノ駐．．漁｝1網編　5、磯織　　　P　　（醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈　級　 惑器

ノー☆　1　ρ1）鵜）鰐1∵鍔き　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨　　幽

　　　　　　　　　　　　　　　ノ（嬉　級）（勾緯☆）職

　　　　　　　　　　　×、／　嬬☆醒
　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跳　　厩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ア　マ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　級

　　　　　　　　　一4紳雌紳鋸）（舞駕1舞・や・幽諏8融ぶ3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（慕細

AK鷲1…嫌線1（第／惣図5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砺幽線≧、蟹岬3　1処＋7ヤ窯＋γ諮

　　　　　　　　　　　　　　　　ρ潔㍉ノ3iゐ窯ゐξ奏脚、欝三紹慧＋，号ξ3　　　醸、1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　＋・率　　維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　 級　、縄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻（嬬鰯（1嫁1》ノ、s
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨　　、《舷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　／（嬬ノ粥1）（急＋，1☆～3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詑圭，≦三／㌧ゐ縞＋編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～擁　 ρ2ノ　慈1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε墨，裳》（偽＋蔦x義ぎ汁九9雲）・一織3
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　一細｝柔施べ震）←愚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ε三，2紹、＋ゐ）（8ヂト5窓）梅　 ，　　　　（識）
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ΩΩ慧塩璽蟻譲‡　（蔑釜茎7∠1ほ1王う
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